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工場緑化と樹種の選定

土 壌 と 環 境 の良否が問題

はじめに

公害問題が，にわかに世間の注目をあびるよう

になって以来，公害対策のーっとして，工場緑化

ということが関係者の聞で真剣に考えられるよう

になってきた。

工場緑化とし 1うことは，何も最近に限った問題

ではなく，精密機器工場等で、は製品の品質管理の

面から，また業種によっては，企業イメージの向

上のために，以前から関心が持たれていたことで

ある。

工場緑化が，公害対策として有効な手段である

かどうかは別として，従来，ごみごみとして煤け

たイメージしか無かった工場地帯に緑が復活し，

美しい環境が生れるなら，工場従業員にとっても

地域住民にとっても，これ以上のことはないと思

われる。

工場緑化と副次的な問題の発生

① 植木価格の高騰 s

しかし，この工場公害問題が，いわば突如とし

て社会問題化し，工場緑化に対しても早急な対策

が要求されるにおよび，それに伴う副次的な問題

が各地におきつつある。その一つは植木価格の高

騰である。

緑化には植木が必要だということで，各地で植

木の買いあさりが始まり，価格は平均してここ 2

，-.._， 3年で2，-.._， 3倍にまで暴騰しており，投機的な

色合いさえみせつつある。

植木の全国的需給状況をみた場合，決して植木

の絶対量が不足しているわけでなく，潜在的な手

持ちの植木が市場lニ出まわるようになれば，逆に

暴落の可能性も考えられている。

① 乱伐害のとが

もう一つ困った問題は，苗木生産者の供給する

植木で、は，間尺にあわないということから，山の

野菜試験場久留米支場
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木がどんどん掘出されるようになったことであ

る。南九州の山で、は特にこれがひどく，工場緑化

が山の緑をうば~\新しい公害を生んだという結

果を示しつつある。

また，大小を問わず，各企業が手持ちの遊閑地

を遊ばせておくのはもったいないということか

ら，自社の工場の緑化用の植木をそこで自家生産

し，余りがあれば，それを販売して利益をあげよ

うという，いわば素人の植木生産もあちらこちら

で計画されている。

工場緑化は純粋に公害対策として考えられるべ

きであって，そこに利害得失をからませるのは筋

違いというべきであろう。

樹種の選定を誤まるな

① 公害に強い樹とはどういうことか

工場は，空気が汚れており，土壌条件も悪いか

ら悪い環境ででも丈夫に育つ，いわゆる公害に強

~ ¥木を選んで緑化すべきであるということが一部
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では言われているが，これは間違いで，むしろ弱

¥ ¥木を植込んでも木の弱らないような環境づくり

をする方向にむかうべきである。場当り的な声に

緑化の方向をまどわされることのないよう，気を

つけなければ¥¥けない。

工場緑化計画に，いわゆる公害に強¥¥木と称し

て常緑樹を多く使う傾向がみうけられるが，常緑

樹は冬も緑葉をつけ，年開通じて酸素の供給能力

があると¥¥う利点の反面，濃緑色の菜は暗¥¥重苦

しい景観をつくる欠点があるので，むしろ落葉樹

を主体にして，夏は緑陰樹として木|塗を提供し，

冬は充分日光の当る，明るい工場緑化計画をたて

てほしいものである。

① 植込む場所の土壌と環境の良否

工場緑化計画にしたがって植木を植込む場合，

まず問題になるのは，植込む場所の土壌の良否で

ある。

空気中の亜硫酸ガスの量とか，排気ガスの害と

いった，主として植物の地上部に対する影響は従

来から論議されているが，植物にとって地上部と

同じように，自に見えない地下部の根の生活環境

も大切なことであって，地下水位の高い所，排水

が悪く水の停滞する所，化学薬品の残留している

所，周聞が!竪く踏みかためられているような所に

植えられたのでは，空気がきれいになり，肥料を

充分に与えても，満足な生育をのぞむことはでき

ない。

特に，工場内の敷地はコンクリートのかたまり

や，種々の工作物の残浮が地下に埋まっていて，

植物にとっては最も不適当な地下環境の所が多

く，植込みに際しては充分な地ごしらえが必要で

ある。

① 植物にとり，好ましい土壌

植物にとって好ましい土は，土の固型分2に対

し水がし空気が 1の割合で含まれているような

土壌であるといわれている。

米国の試験例によると土2に対しビート 1，パ

ーライト 1の割合に混合した土が，それに近い物

理性をもっているといわれる。

植込みに際しては，植穴は充分深く，広く掘

り，上記の割合になるようビート，ノfーライト等
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の土壌物理性の改良剤を混入し，地下部の環境を

良くしてやることが，まず必要である。

植込みと，植込み後の管理が必要

山や野に野生している樹木は，一見いかにも丈

夫で，どんな条件の所でも育っと思われがちであ

るが，実際には野生の植物は，広い範囲の土地の

なかから， もっともその植物に適した環境の場所

を選んで定着しているのである。

いいかえれば，幸運にもそのような場所で発芽

したものだけが，生き残っているのであって，野

生の植物だから，放任しておいても良く育つであ

ろうとLづ考えは間違いである。

植えられた~:直物が，つねに良好環境のもとで成

育が続けられるよう，植込み後の管理にも充分気

をくばる必要がある。植付けまでは，金も人手も

かけるが，あとの維持管理は面倒みないというの

では立派な緑化の成果を期待することはできな

¥ ¥0 

緑化計画をたてるに当っては，植込み後の維持

管理の容易なプラニングをたてることが大切であ

るo ¥、かに高価な木を使用し，見事な植込みを行

なっても，あとの手入れがむずかしく，いたずら

に人手を要するようでは，良い緑化計画とは¥'え

ない。

おわりに

日本にはそれなりの事情がある

ヨーロッパやアメリカの一部の工場が，芝生に

とりかこまれた美しい環境にあるのを見て，日本

でも同じような芝生をつくろうとするならば，大

変な賀'用と人手が必要である。

牧場型の風土をもっヨーロツパで、は，芝生その

ものがその土地の雑草のようなものであって，モ

ンスーン型の風土の日本では，日本の風土にあっ

た植物を利用するのが後の管理は容易である。

山村・の採草地の，なだらかに起伏する山肌の美

しさを思えば，設計さえ上手にされているなら，

雑草を刈込むだけでも美しい工場緑化をすること

はできるのである。


